
当院でのALS患者 

性別比 

男性 
58.2% 

女性 
41.8% 

年齢分布 

50~59歳(22.0%) 

60~69歳(35.4%) 

70~79歳(30.5%) 

80~89歳 
(7.3%) 

20~29歳(1.2%) 40~49歳 
(3.7%) 

対象 
平成19年4月1日〜平成21年12月1日に当科入院されたALS患者 
（El escorial基準にてclinically possible以上）： 82名 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
性別比は、男性が58.2%とわずかに男性が多く、これは日本全体での統計（57.8)とほぼ同比率でした。当院受診時の年齢分布は60歳代が35.4%と最も多く、次いで70代、50代の順でした。
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